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1.図 1に示すように直径 1.4mϕの円筒が 30o 傾斜の平板上に置かれ、左側に水に浸っている。

円筒に作用する単位長さ当たりの水平、垂直方向の力を求めよ。

2.図 2はエゼクターによる混合の様子を示したもので、断面 (2)で完全に混合が終了し、密度 ρ,

速度 V2 となる。いまエゼクターからの流体の密度が混合すべき流体の密度の 1/3とした場合、

断面（１）,(２)間の圧力差を ρa, V１.V２ の関係式で示せ。

3.図 3に示すように縮流部 (３)に生ずる負圧によって水を吸い上げる高さがオリフィスタンク

の水頭の何倍になるかを求めよ。ただし、タンクオリフィスの速度係数は 0.82,縮流部の収縮係

数は 0.62とする。
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= 103 × 0.5× 0.72 × 1.8662 = 0.853× 103 kg/m

PV net = 103[
210

360
π × 0.72 + {0.7 + 0.7(1 + cos30o)} × 0.7× sin30o × 1

2
]
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